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建造物

県指定文化財の紹介

その 1

1ト.水鍛寺2本ド堂 1 ~相m棟1耳京u 挑山H

折桁t行11問1川q引附11川11川11上、 u従5引11川川i目川11ルυ/、11川川11川11、-if(、入隊出近、 住}fJI、

京ri'J
大w市大門通り 凶減寺

水t見守・:は|羽城Ji'li.別所の一つで、大門i溢1)北側のー

阿に峨内を椛える。 if(袋:文化lH・紙本~色悶減寺古図に

む、現布地と同じ場所に嗣かれておリ、古〈よリ存.(J_

していたことカeわかる.

現伐の水鋭、予や:なの形式 ・予法が桃山時代の様式を

示しておリ、 rl羽械仇り己」のなかに慶長6年れ601)

水量l/A;薬師会主並立の記・J~がみられ、また建物に懸られ

ている鰐口に段民13il~(1608)の刻銘があって、協城寺

}霊長復興にあたって.ij!てられたらのと考えられる。

池物li疋I耐を*Ii，トきにして立ち、平I閣は桁行四問、

梁HlJ1ま六II'rI(ただし lお側面はli.liH)になっているが、

北I自I隅位より ーI:Ililir}jの性が、 111糾性の仕口を有して

いることから、 f表明tに 'I~lfri をー1111 (桁行三1111)拡張し

I 

て、 fL.i_ftを後退したむのである。したがって、当初Jの

北側i1ii探聞は南側耐と I'IJじli.JnJであ った。

外陣I;t.梁IlI1ニIIIJ分を取り、内外側t廷の削仕切りをつ

くる。現1tは正I而W:1jニ1111に初戸を吊リ内外|臨境は開

般にしているが、性などの泌紛:をみると、当初Iま都戸

が内外|邸境に取り付き、外性1Iは正IIII、IllijflllJiniとも 開紋

になる。

次に|勾Ilill平加であるが、桁行1'4111jのうち、 i+.i端l制一

聞に仏[11]を取り、 UIl仕切りを設けて 2をにわかれる。

内|態lir~~jiのように仏純をー1111後 )j に移動しているが、

当初の乎而 1:'桁行三fflJ、決I IlJ =. IIIJ にして -I~I磁の一間通

リが仏lt'tになる。 I有地lllJ の (t.!l"t は桁行ーUlJ、~~間三1m

の縦長い小部尽にして、 'I'f凶I託子り一1111に1;1;当初jのまま

の1L.:tlt椛えが減っている.

建物の南側聞には、現イ(:不励金 (江戸ぷj腕頃)が按

絞しているが、 11司件:に風蝕誌が認められないことより、

当初から>;IH司iの建物が按していたらのと忠われる.

柱{まi(u耳元り !i特にして}iHJ.t木、軒指fを性的商に銭必

しで仕紛けているが、この工法は銚山11年代の~院建築

に礎んにJH~ 、られる.軒 l，t -+rのiFA!垂水に化事t./J、舞裂。

犀似Iま入時hl;1(りの俊Ji.il:、ぷ{立場qえrjを組み、破j員

持みに絡好の1~ い懸，((~を つける.王丸イt:、民艇を後瓦ü

にしているが、 I~Fうむには-W'~ft・J_が残り、 'Þlh郎、事f廻り

が特I，)~でOîi.fiな住宅風に榊

i泌されていることからみる

と、主当叫州i~J初初仰l刀別jμlはよババ刈{';I副砧砧';Ii川Jj.α ( また川lは立紛

1皮文司引刊}下;) であつた Lのとf椛{佐tT祭詩

でさる.

tま li1~I(Ji を除< 3}j (正

I(tj:.'t 1M、.ltfllIJI(tj 1;1: liiJ，!i-1) 1'4 

II¥J、市f11111([jb lIIii仔りの桜紙

他物まで)にJfil.リ付き紋似
を含めてお初の材料が残う

ている. 

.fJ/.{t・、他物はかな 1)DJiおi

しているが、性;主作など

の'1'，初の材料がiミ〈残リ当

初の形式を谷Mに縫祭する

ことができる.外枠11をl制般

にして、民衆との交渉を目

的にしたギl而 ・形態を践し、



銚山lUIの別所の本堂のi立桃を知るう.えで従軍である。

2.蓮生寺本堂 HU 江1;11年代(j己和.i[;)

桁行16.9m、梁1II)14.9m、-1抗、入I寺尾道、

1")符三1[11、本lU下、市1")

附指定 元初1(;11'正月三日の記のあるもの 一枚

守山市三宅町 l!s生寺

.ìÌJi~寺 I:t.、湖 i絹地 Jjに必ける浄土点宗の布教t二、1E

聖書な役割を来した .y，院である.

ぷ伝によれば、必~n 1-.人l草花正6年(1465)の大谷破

却ののち、父子刊uが教化の全保に判<"サ住し、 i怠酋の

jr.'kt;¥をうけてj!i:郷にjgf唱した。その折に、三宅の三日1

il!;i太夫:ì~ ;nが帰依し、 ìPG と改め、三宅に道場を開い

たのが始まりであリ、.f)L化、 S'I1!'!:京大谷派に属する。

J)L 1f:の本企は ."'11:誌の似+しにより、 ntオ'.rl:京の阿弥112

~として 、 Jl;f! I ;(; .IH1615)にIIH.l!された Lのである.

その後の修司!としては 、がU16JI'.(173])に内陣と余間

後方が紘~U され、内外IIII(織の|人l法sl.4 む変更されている。

また、江戸IkJ代 ~JUIに、新たに rí'J fl'-が附加されると共

に、母hl.iE!lIIllfIIの版tfJi附子の外側に、耐折紋1;(，が吊り

込まれている.さらにIIl{利20年代には、残物の建て起

しと民十.Hの iH~が行なわれた.

この怨物111唾肢のH:lllJヵマi1i"じIlII、1寝間li.Uaで、そ

の時間31jにJよ紋を巡らし、正I偏には三間の[i'J拝を設

けている.事f11 '* qr; ~吋、』耳打ち.とし、民桜I孟@だるみ

の少ない入f11Mi立本l.f.if.である.

l勾都 11外隙 ・ 内 r~l( . 余間に分別する !'i~:宗本金の平面I

で、件付天JI: を 11~ 1) nlj淡な.なlぼである。

外側iIま中央1111三1m、同協1111ニllllの境に←問毎に 3本

の大師取リのj点、工したfCl+tを砲て 、礼t干のための奥行

の添い宅1111としている.

入側*'*とはガラス， i.; liお
いでIlIJ仕切リ、その外11m

にuhj折紙Ijj¥が，11~り i1 J iL

てL、るが、 むとは IJ机'I'jl:t~(

j'-てーあろう。

i付F>'I(と余1:1111、後刑1;の

改造の/1立L大さい;':11分で、

いずれもその奥行をこ11¥1

(4.0m) としているが、

Lとは奥行-1111半(3.0m)

の浅いらのとなる

内仰はだれの余1mより

l 段I~.~¥.、 l二段で、内外I'oli

岐にi，ijj折令蹄(-を前リ込

み、来迎l授、後門をa投け

る形式であるが、むとは

-1111の{ム叫が 3 つ・U~.;;o

小肢は討を 1i窃みせた氏側1111となり、床ZGも丙余問と

岡高まで下がる.

余問11前i方とも上段で、 1111口ニ1:11である.東余問は、

その中央に位を主主て、佐川袋;詑を限引ilIlいとすると共

に、天井む絞ら{凡〈放っているo !L.ntl11日焼に復する

と内陣と同事11に並ぶが、.!l!余IfIJのみー1111のものが二つ

並び、その23さも他より艇の成ほど{J!;ぃ.これらのこ

とから、~!余削11丙余UlJ よ I)~式の-r1m:~、性絡め L

のと々えられる.

史館i り I立、その部分に欽似を ';I~ リ滋i っているが、小

尾線内には氷川の太い~-tij''j組が妓り、 (11'びやかな破

J!ñl を 1fI~けている。

この往物11 後世の改mにより、 nll[J'}~:況などが部分

的に変わっているが、tl!J1.当初Jのml付が袈ff!'に残存し

て お 1) 、 江戸時代初UlJ における浄土ù:氏本立の成立~

.f'!i¥を示すj立例として、 !IIIHi!r~)(~::j いむのである。

3.西徳寺2本ド堂 l械 江戸H

桁行Iω6.6m、、泌I:IJ12.4m、-'if(、入時J令り立、

者二 氏、向H-1I1l、 rucn、)j入、 ['GlfIiに庇付、tli!
I4iE、fUli'J

fJtj';"'仰木之本町大宇ぶ尾 西徳寺

il!i l事守 1: 、 h却J~じを流れる余呉川jIli}Jの!別総な lお僚に

;(1: 1) 、争点京大谷派の*，~:である.

寺{ょによれば、ニの地}Jの郷 1:である機野純秀が、

仏I'~ に入り休汚とサして、文明 5 "1こ(1473)必如上人に

帰依し、 (jt土11:;iの道場をmてる.時移リ、教務が教

知J:.人当!}}の*)~絵伐を J受かり、この 11著から西徳寺と

号する。

現泊fの~~:立 11 、 7 i1山本川の時に建立されたと伝える。

また、外I~~Uえ11~引 i韮い、 蓬生寺本堂 正側面会景
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その後の修現としては、江

戸時代末期に内|様 ・余聞が

改造され、向f平の新設もニ

の頃と考えられる。さらに

昭和20年(1945)には、外純11

及UJ~I日iの小屋組 ・ 天井迦リ

を雪害のため修主主し、昭和

25年(1950)には震級王子替を

行なっている。

この建物は母屋の柱rJJが

桁行七l問、認さ間五間の規紋

で、正面に広縁と向符を設

ける。屋恨{ま裂のIJ、さい入

母屋i主茅認で、民家風な司王

設である。

内部は奥行の深い外|慾と

内MI.余r.f1に分制するtc!:宗
本泣特有の平前である。

外I~ド{立中央間三削 、 問l胤間一fllJの ;岐に一問符に 、 3

7ドの大阪取り独立角柱を総て、礼持ーのための空間とし

ている。内外|略境よリ 二Itl]手前で釦;梁を製け、キji*.求天

井{こ変化を付けて見切リをつくり矢*としている。正

111lJi7iiの段問袋詰立は、いずれもガラス戸引i1I1いであるが、

Lとは)陵高院予 となる。なお、同級IJitITは中敷肢の外1(!11

に、 lヰドヲ|の板戸が立ち風雨をi!!iけている。

内|様と余11111立、後世の改造の級ーも大きい帝[S分であり、

内Ili巨と束余聞は奥行を約1.7111、西余聞は間口を約90

cm拡張している。

内l却は、上段で外関1境に両祈念節子を吊リ込み、来

迎1校、後門を設けているが、もとは一1J1]の{ム131{が3つ

並ぶ形式となる。また、外関i境は襖引5fJ1い、小照I;J:Tl・

を一筋みせた板~~;lInl となリ 、簡素な:"0:IT主である。

余聞は両方とも上段であるが、|日規に復すると外1¥!1i

と同高の下段となる 。外i陣:境{ま現状どおりのd線引jillい

で、いずれも 4.5fl%!iの部屋となリ、後方に仏f.i"'lが付〈。

なお、東余11司の仏凶椛と天井の高さは、他より 1氏〈納

めている。 ζ れらのことから 、五〈余問1;J:j!!，i余tHJより格

式の一段{氏い性;絡のものと考えられる。

この建物は、建立年代を註する史料はないが、 .Nltj主

手法から江戸H喜代中!~lの建立と考えられる 。 後世1・の改

j立により、 a間袋置などが部分的に変わ っているが、

建51:当初の宮11料が要所に残存しており 、17世紀末か ら

18世紀初頭におけるめ土真宗の惣道場の成立i必82を示

すi立例と して、 1耐{自が渋iいものである。

史跡
1 .千僧供古墳群

近江八1抑制7千似供町 ・長編場町.

fC)J;発塚他 31.長 lO.823m' 

西徳寺本堂 正側面全景

j丘寸工八橋市街地の南東、悶巡8-1号線沿いに所経する。

1 . {J七三霊場11ま従来同J'nとされていたが、il1/.j査の結果、

後円苦[¥に幅 6.5m、奥行4mの巡り出しを持つ、ぢ"tJ王

長50問、後円宮1¥径37m、首IlJ方昔[¥帆22mの帆立貝式古tJt

で、勃11を含めると会長70mの古杭であることが確認さ

れた。 :lJl任及び主体昔日は jéj 告と・ 2 度に及，iJ被f屈でìì~失し

ているが、鉱石をi半う治』主総持1¥の逃存状況は良好で・あ

る。また巡物lま多哉の地車高級があり、特に、従来県下

で安打見の少ない人物、家形、潟、重量等の形象地1愉類が

主主 |ヨされる 。 地給 lまれ丘jftlJ に 円 筒と朝顔盟、 ~i を21tら

べ、 外犯に円筒 ・ ~リIJ:Iし対停に人物 ・ 総n~':f笹織を配

していた。なお江戸時代の被嬬では鋭、王類、昭和 9

正p の被~f.li では般矧板鋲儲勾叩、 I在刀紛が出土し 、後者

は現;(:Em指定文化財として大字で保管.されている。

2. 住巡坊判明{まtj:~lÍ'.径53m を有し 、 J}:jl を含めると

後93111 にも &.ì;、県下でもl蕊指の大型円以である。 J'J~

Jilま段築の依を明確にもち、比較的治存良好であるが

主体部は不明である。 また外部地殻としての立石等は

もたず、地愉i. l可~~されていない。 なお逃-物としては

縦断;よリ古式の須悲昔話がIH土してお 1)築造I時:HJJを推定

できた。

3.岩場uま筏27.5111の横穴式右箆を主体昔11とする阿

.tfíてωある 。 現~:をもたず、現状 li:Ei%が完全に露顕した

状況にある。主体ffi\1ま~~訓話 2m 、現存石笠長11 m を

有し南にBf.l口している。

4. トキfス塚{ま坑丘、 主体制iとむ大部分jj!i-:Ji(してい

て、 -{fIS石室材が~\l;~Jl し ている 。 閥抗の結果、 中高1. 501

現存石室長 5111の簡に|対日する縦穴式石21を主体とす

る径14J1lの向1ftで、 thHを有しな:，、。i立物は石室自IJ庭苦11

に径10-15cmの円奇襲tUとともに須恋探知が出土してお
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り築造時期が推定できた。

以上が4i1去の古墳の状況で、 f悶々の巡存状況は良好

とは雷い重量い。しかし務として判断した場合、当該古

瓜鮮は、次のような諸特徴をもっている。

イ. 5世紀中頃から 6t世紀末-7世紀初頭にかけて、

住君主幼古境吋 供養塚→岩塚→ トギス塚の順で築かれ

ている。(ffl.し他の 3基は未調査で時期不明)。

ロ.6世紀後半の他の古:噴群が周辺丘陵部に占地する

めに対し、生産法悠である平野昔日に占地している。

大型世間1賞、帆立貝式古墳をi洋中に含む。

ニ .{:共事E塚は河内務上山古墳とほぼ類似した企図で築

造されている。

ホ 形象埴輪車宇(供養塚)を有するとともに、 5世紀

中頃の初期須Y!t絡を有する(住巡上方古筑)。

へ.隣桜部に白l胤11寺代手段跡(千僧供廃王手)

がfifrtEし東山道に節している。

ト周辺部で東jffi.南北lニガ位を持つ、I直

交する延長 100m以上の溝、選書子番付を

もっ角井戸、「箇殿」とかかれた長替土然、

瓦害事が検出されている。

なお、供養塚古;償における家形等め骨lFHt
J也給若干の出土佐百置は、従来の;積氏上に立て

~l~べての葬送儀礼と3i':なり、外;見部で、造

り，~11 しに相対 11侍して行われた可能性が潟〈、

新たな資料として注目される。(千{料供古

;噴群の写真は、 ri必g文化財だより J74号を

参照下さい。)

2.玄蕃尾城跡

{升舎J広余呉町J大字初1Iヶj綴字北尾 ・打谷

69.817m' 

女務J毛械はi~i~ . 1白井の~共有誌の.fJlII ヶ淑[LU

(内中尾UJ)LU上にあり、 j!i:江から栃/木併

を越え、越前Jf.f中へ向かう北|罰街道と、敦

賀へ抜ける若狭街道(刀根量産)の跨街道をお

さえる交通上の婆衡の地にfrL潰する。

この械はヲミ正11年(1583)4月の賎ヶ岳合

11氏。)1峰、柴I33R準家のヨドIl!I!がi賢かれたのであ

るが、それ以前には「信長公記」にヲミIEjcit:
(1573) 8日、小谷被から退却する納倉舗が

刀根山の衝で戦いを行ったと L、ぅ記録があ

る。しかし、:ttとして記述していない ζ と

などから、城弱として縫ったものではなか

ったようである。

械は南北約300m、東西約150mの範闘の

尾根上にJ閥、的に 6つの刻iを連ねてあり、

j二塁 -火織をt1i(:績にめぐらした逃械は極め

o 
' = ー

り、 北京附に10mXIOm . i窃さ 1mの方形櫓台が見ら

れ、現在2r.Jl X 2閉め礎石が認められる。主郭を閥む

高さ 1-2mの土塁は四方に切られ、特に南北!;to食い

i迄いの虎口となっている。南端の草~(1)1;j:王手守防衛32の

郭で大手にあたり、 (2)は虎口郭、 (3)と(5)1ま馬出し郭と

なっている。また北立誌の扇形の郭(6)は兵のl段低地か物

資集積地としての機能を来したようである。主郭の北・

東・西側には武者走 りがあり、 *1ま!浅ヶ岳方磁を民主視

する見張り郭へとつづく。これらの草11は土皐にかこま

れ、更に外側は 11痛 5-7rn の~織りで区切られ、 土怖

によってつながっている。

( 3 .西野水道はNo.89号につづ<)

50m 

て良好にj設存している。本丸に相当する主 t 玄蕃尾城測量図

草11(4)は約30mX35mのli!.J方形を呈してお
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